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OIST’s Objectives      大学院大学の目的

By conducting internationally distinguished education and research 
in science and technology in Okinawa

沖縄において国際的に卓越した科学技術に関する教育研究を行うことにより

Contribute to the promotion and self-
sustaining development of Okinawa
沖縄の振興及び自立的発展に寄与

Contribute to the development 
of science and technology worldwide

世界の科学技術の発展に寄与
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• A private research University, with a 5-year PhD program  
5年博士課程を提供する私立研究大学

• Funded by the Japanese Government
政府からの助成によって運営

• Truly international:   真に国際的な環境

 At least half the faculty, researchers & students must come from abroad
教員、研究員、学生の半数以上が外国人

 All University business – teaching, research – is conducted in English
教育研究を含む大学の活動は英語で行われている

 Academic year starts in September
新学期は9月スタート
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OIST SC Board of Governors（As of January 2017）
沖縄科学技術大学院大学学園 理事（2017年1月現在）
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OISTでの６年間で学んだこと

• 日本はFar East



OIST: A Truly International Environment
真に国際的な環境

Professors
教員

Researchers
研究員

Students
学生



OISTでの６年間で学んだこと

• 優秀な人材は、国際的な人材循環Brain Circulation
に乗っている。

• 国際的な研究者処遇基準は、日本をはるかに上
回っている。



目指すべき方向

１ Outbound 国際的人材循環に入る人材の育成

２ Inbound 国際的人材拠点たる研究環境の整備



Outbound 国際的人材循環に入る人材の育成

例えば

英語力：

たくましさ：海外で学位取得、海外で就職（アカデ
ミー＆企業）

…短期ではなく長期に重点を

…自ら開拓する姿勢をサポート

研究成果の海外での発信：



Inbound 国際的人材拠点たる研究環境の整備

例えば

魅力的研究、研究者、研究機器等の整備…大前提

事務の国際化の徹底（英語表記、英文資料、職員研修）

国際基準の処遇での外国人来日促進
（給与はnetで交渉、independent assistant professor, できないこ
とも明示：旅費、住居、医療、教育等）

本気で国際公募（JSPS同窓会等を活用）



英文資料サイトができました
文科省・OISTコラボレーション

https://groups.oist.jp/translation-archive

閲覧手順
1. 利用申請フォームに記入・submit をクリック
2. 15分以内にOISTgroupよりメールが届く
3. メールに記載のリンクから閲覧

アクセス制限の文書の例
・マイナンバーに関する学内向け説明資料
・安全衛生に関する基本的事項の紹介
・本学における外部資金担当部署の学内向けHP  
・公的研究費の運営・管理の責任体系について
・公的研究費不正使用防止計画
・学内向オンライン研修資料責任ある研究行為
・上記研修理解度テスト責任ある研究行為クイズ

公開文書の例
基本方針・ルール・手続き・・・本学の内部規程 (PRP)

https://groups.oist.jp/translation-archive
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